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根城隔離栽培による土壌病害の防除
うえ

農林水産省野菜・茶業試験場 上

は じ め に

施設栽培では施設が固定化し， 連作が行わ れやすく，

土壌病害が多発している。 筆者の所属する研究室はトマ

ト青枯病の激発する温室園場をもち， 近くのトマト施設

栽培農家も青枯病対策に苦慮、している。 ある栽培者は，

丸玉トマトから青枯病に多少とも強いミニトマトに転換

し， 定植時期を通常の9月上旬から病気が起こりにくく

なる10月上旬に遅らせ，夏場には太陽熱消毒を実施して

いる。 それでも病気は増える傾向にあるということであ

る。 幼苗接木が普及しつつあり， 農協の共同利用施設で

病害抵抗性台木を用いた接木苗生産を行っているところ

もある。 しか し， 接木は手間とコストがか か り， 最後の

手段としたいという栽培者の声を聞いている。

トマト背枯病の激発圏場では， 土壌消毒を行っても完

全防除は困難である。 青枯病菌は水に乗って移動しやす

く， 消毒効果の及ばない下層土まで移動し， そこで生存

し続けるからである。 このような青枯病を効果的に防除

するためには， 何らか の方法でトマト根を土壌深部の病

原菌から隔離する必要があると考えた。 そこで目をつけ

たのが， 水は通すが根は通さず， 土中で劣化しにくいと

いう性質をもっ化学繊維布である。この布(遮根シートと

呼ぶ)を作土の下に敷いた栽培ベッドを設置し，作土を太

陽熱で消毒し， 作付けをするという根域隔離栽培法を試

みた。 その結果， 顕著な防除効果が認められた。 この栽

培法は， 他の土壌病害防除についても検討され， 効果が

認められている。 まだ検討すべき点、が残されている方法

であるが， 以下に紹介し， 参考に供したい。

I 遮根シート栽培ベッドの設置方法

1 遮根シート

「遮根シート」は， 新たにつけた一般名称である。 使

用したのは， 東洋紡績社製の商品名11坊根・ 透水シー

ト」である。 本製品は， ポリエステル長繊維を束にして

わ ずか によりをかけた糸を縦糸と横糸とした平織りの布

である。孔隙の大きさは30μm以下で， トマトの根を通

さない細か さである。 高温， 薬剤耐性が強いため， j\ま
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気， 化学薬剤消毒に耐える。 また， 虫， カビには完全な

抵抗性がある。 ただ， 紫外線の長期間暴露で劣化するた

め， 直射白光を受ける箇所は覆いをする必要がある。

2 遮根シート栽培ベッドの設置方法

遮根シート栽培ベッドは， 長年のトマト連作で青枯病

激発園場となった温室内枠試験圃場に設置した。 その大

きさは， 既設の枠試験区に合わ せて， 幅105cm， 長さ

170 cmとした。まず作土屈を深さ 25cmまで掘り取り，

脇に置いた。 四周はさらに深く40cmまで潜を切り， 高

さ40cmの木枠をはめた。 底土をならした後， 枠内の底

函と側面を完全に覆うように遮根シートを敷いた。 幅が

1 25 cmの遮根シートをシリコン系コーキング剤で張り

合わ せて， 幅広のシートとして用いた。 最後に， 脇への

けて置いた作土を枠内の遮板シート上へ戻して設置が完

了する(図-1 ，2)。

図ー1 遮根シート栽培ベッドの設位

遮根シートの上に作土を戻せば設位完了である.
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図 - 2 遮線シート栽培ベッドの構造(断面図)



E 遮根シート栽培法のトマト青枯病防除効果

遮板シート栽培ベッド設置後， まず1!l\消毒でトマトを

1 作して発病状況を調べ， その後に， 太陽熱土壌消毒を

行ってから， 遮根シート栽培法の効果を調べる本 試験を

実施した。

1 太陽熱土壌消毒の青枯病菌殺菌効果

試験区設置後， 土壌消毒を行わ ず， 198 7年4月に定植

して栽培したトマトは， 遮根シート区， 対照区とも6月

下旬までに全株が発病した(図一3 )。次いで7月下旬から

約1か月間太陽熱土壌消毒を行った。 その方法は， 土壌

を耕起後， 十分に泌水し， 土壌表面を透明ビニlレシート

で覆い， 温室を密閉して行った。 石灰窒素， 稲わらの添

加は行わ なか った。 この年の夏は晴天が続き， 高地温と

なった。 最高地混は深さ10 CI11では記録計のスケールを

超えて500C以上となり， 深さ20 CIl1では460C， 深さ30

CI11で430C， 深さ50cI11でも40.50Cとなり， 消毒のため

に必要とされる400C以上の地温が達成された。 消毒効果

の目安とされる400C以上の積算時間数は深さ10 C1l1で

は470時間に達し， 深さ50 C1l1でも120時間を数えた。

選択培地(原・小野， 1984)を用いて脊枯病菌を計数した

ところ ， 太陽熱消毒前には深さ40cI11までの全土屈にわ

たって土壌19当たり103�104オーダーの菌数が存在し

たのに対して， 消毒後には全層で検出されなくなり， 太

陽熱土壌消毒による背枯病菌殺菌効果が確認された。

2 遮根シート栽培法の青枯病防除効果

太陽熱消毒完了後， 8月末にトマトを定植し， 12月に

図 4 泣根シート栽培によるトマト背枯病防除効果

手前の対照区は全株が枯死したのに対して， 奥の遮

恨シート区は全株が健全に生nした.

かけて栽培した。栽植密度は55cI11x43 CI11で， 1区に8

株構えた。 その結果， 対照区では定植後2週間目ごろ よ

り発病し 9月末までに全株が発病した。 収穫は皆無で

あった。 太陽熱消毒だげではトマト青枯病を回避できな

いことを示す結果であった。 これに対して， 遮根シート

区では無発病で経過し， 試験を終了した12月末に至るま

で 3反復で合計24 株のトマトはすべて健全であった

(図3 ，4)。 遮根シート栽培法は背枯病防除に効果のある
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こ と が示 さ れた。
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皿 粗孔隙層併設によ る 病害防除効果の向上

1 遮根シ ー ト 区での 発病 と そ の原因

翌 1988 年 4月に 2 作 目 の ト マ ト を定植 し た。今回は消
毒を行わ ず， 遮根 シー ト 栽培の病害防除効果の持続性 を

調べ る こ と を 目 的 と し た 。 対照区では 5月中 に全株が発

病 し て収穫 は皆無であ っ た の に対 し て ， 遮根 シ ー ト 区で

は長期間無発病で経過 し た が 7月上旬 に 至 り 発病 し， 試

験終了時 に は 50% の発病率 と な っ た (図 一 5 ) 。 し か し ，

初期の発病が免れた た め 8 割程度の収穫 は 得 ら れた。

遮根 シ ー ト 区の 2 作 目 に お け る 発病の原因 と し て は，

①脇芽か き の時な ど に起こる 人為的感染， ②隣接す る 発

病区か ら の病原菌汚染水の侵入 (横か ら の感染) ， ③下層

か ら の病原菌汚染水の上昇 (下か ら の感染) ， が挙げ ら れ

る 。 この う ち ①， ②に は 十分注意 し た の で可能性 は低

く ， ③の可能性が最 も 高 い と 考 え ら れた 。

2 粗孔隙層の 併設 に よ る 防除 効果の 向上

下か ら の感染の 原因 と な る 毛管水の上昇 を 防 ぐ た め ，

遮根 シ ー ト の下 に 組孔隙層 を設 け る 方法 を試みた。 組孔

隙資材 と し て は， 砂利 ま た は三層布 を 用い た 。 三層布 は

二枚の ポ リ エ ス テ ル布の聞 に 太い ポ リ エ ス テル フ ィラ メ

ン ト を縦織 り し て製造 し た厚 さ 8 mm の， 一種の布であ

る (東洋紡績社製) 。 処理区 は， 粗孔隙層 の厚 さ の分だ け

余計に 土層 を深 く 掘 り 取 り ， 厚 さ 約 5 cm の砂利層， あ る

い は三層布 を 置 い た 後， 遮根 シー ト を敷き ， 作土 を戻 し

て設置 し た 。 この処理区 は 1988 年 3月に設置 し， 作土の

太陽熱消毒 は不可能であ る の で， 蒸気消毒 を 実施 し た 。

4月に ト マ ト を定植 し た 。 この試験は前出の遮根 シ ー

ト 栽培の 2 作 目 と 同時期 に 実施 し た 。 前述 し た よ う に，

遮根 シ ー ト の み の 区 で は 栽培後期 に 発病 し た の に 対 し

て ， 粗孔隙層 を 併設 し た二区では 7月中旬の試験終了時

ま で完全に無発病であ っ た (図 5 ) 。 粗孔隙層の 併設で病
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図-5 遮根シ ー ト 区 2 作 目及び粗孔隙層併設区の ト マ ト
青枯病発病株率の推移

害防除効果が著 し く 高 ま る こ と が示 さ れた 結果であ る 。

粗孔隙層併設区では， そ の後 も ト マ ト を連作 し た が，

前記の栽培に 引 き続 く 8月か ら の抑制栽培， 翌 89 年の早

熟栽培 と 抑制栽培の 2 年間 4 作 に わ た っ て完全 に 無発

病で経過 し た 。 この間， 土壌消毒は行っ て い な い。 粗孔

隙層併設の効果 は 高 く ， かつ持続す る こ と が確か め ら れ

た。

W 遮根シー ト栽培法のさらに検討 すべき事項

1 病害の 効果 的防除の ため に

栽培後 に 遮根 シ ー ト を点検 し た と き ， 根が シ ー ト を貫

通 し て い る のが観察 さ れた こ と があ る 。 敷設時の微細損

傷等 に よ る と 考 え ら れ る 。 そ の 危険性 を 減 ら す た め ，

シー ト は二重敷が望 ま し い。 な お， カ ー ネ ーシ ョ ン で は

根が シ ー ト を透過 し や す い性質が あ る な ど ， 作物 ご と

に， ま ずこの点 を点検 し て お く 必要があ る 。

粗孔隙層併設の効果 に つ い て は前述 し た が， 粗孔際資

材 と し て 何 を使 う か， さ ら に検討の余地があ る 。 砂利 を

圃場 に入れ る に は抵抗感があ る 。 三層布 は材質 と し て は

優れて い る が， 高価格であ る 。 ほ か に も みが ら ， 廃プラ

ス チ ッ ク製品等の利用 も 考 え ら れ よ う 。

2 作業性， 収量， 品質の 向上の ため に

遮根 シー ト 栽培法では， 病気 を 防 ぐ だけ で は な く ， 作

業が し や す く ， 収量 と 品質が確保 さ れ な げ れ ば な ら な

しミ。

作業性， 栽培 し や す さ か ら い え ば， 土層 は厚い ほ ど よ

い。 試験で は 25 cm と し た が， 太陽熱消毒の効果が 40

cm 以深に ま で及 ん で い た こ と か ら す れ ば， 土層の厚 さ

35 cm ま で可能で は な い か と 思わ れ る 。 この く ら い深 け

れば， ベ ッ ド 方式 で は な く ， 遮根 シ ー ト を 温室内全面 に

敷 き 詰め， 通常の土耕栽培 を 行 う こ と が可能で は な い か

と 思わ れ る 。

土壌量が限 ら れて い る だ け に ， 土が よ く な ければな ら

な い。 有機， 無機の土壌改良資材の添加 に よ り 土壌の質

の 向上 を 図 る 必要 が あ る 。 な お ， 遮根 シ ー ト の 直上 に

ノTーク堆肥等の 粗大有機物層 を置 く こ と が望 ま し い と 恩

わ れ る 。 繊維強化 プ ラ ス チ ッ ク製 プ ラ ン タ ー を使 う 全農

ド レ ンベ ッ ド栽培で は， 底部 に パーク堆肥層 を置 く こ と

が推奨さ れて い る 。

遮根 シー ト 栽培法で は ， 施肥 ・ 濯水法 も 通常 の 土耕栽

培 と は異な っ て く る 。 追肥の割合 を 多 く し， 潜水 は頻繁

に 行 う 必要があ る 。 これ ら に 関 し て は さ ら に検討す る 必

要があ る 。

以上 に述べた う ち の構造上 の改良点 を 図示 す れ ば図-

6 の よ う に な る 。
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を定植す る 方法 を検討 し た 。 そ の結果， 対照 区で は枯死

株率が 80�100% であ っ た の に対 し て ， 遮根 シ ー ト 小袋

区では， そ れが 20% 程度 と 低 く ， 効果が認め ら れて い る

(小林， 1991 ) 。

病害防除効果の認め ら れな か っ た 事例 も あ る 。 神奈川

園試で は， ト マ ト 根腐萎 ちょう 病防除 を 目 的 と し て， 遮

根 シ ー ト 栽培 を 行 っ た が， 防除 は 困難で あ っ た (藤原，

1990) 。 そ の理由 は， 本病原菌が風媒伝染す る た め と 推定
図- 6 遮根シ ー ト 栽培ベ ッ ド の改良法 (断面図) さ れ る 。

V 遮根シー ト栽培の試験例

遮根 シー ト 栽培法 に 関 し て ， い く つ か の試験が行わ れ

て い る 。 茨城県猿島町で は ， ト マ ト 土壌病害 (萎 ちょう

病， 青枯病等) の防除を 目 的 と し た 。 遮根シー ト の上に土

壌 を 30 cm の 厚 さ に 盛 り 上 げ， 太陽熱消毒 を 実施 し た

後， ト マ ト を栽培 し た と こ ろ ， 太陽熱単用処理区 と 比較

し て ， ①根量が多 く ， 根の褐変がな い， ②地上部の生育

が適度 に コ ン ト ロ ール さ れ， 地上部病害 も 少 な い ， と い

う 利点が認め ら れた 。 実証農家の話では， 収量 は 同程度

で， 果実 はやや小玉だが， 糖度が高 ま り ， 異常果が少な

し 品質 は 向上 し た と の こ と であ る (岡田， 1990) 。 千葉

県山武郡ではハ ウ ス 抑制型の ト マ ト 栽培で問題 と な っ て

い る 青枯病 を対象 と し た 。 発病株率 は， 無処理 区 で は

2l . 3% であ っ た の に対 し て ， 遮根シー ト 区で は 0 % で，

高 い 防除効果が認め ら れた (加藤 ら ， 1990) 。 野菜 ・ 茶業

試験場久留米支場では， ト マ ト 及びナ ス 青枯病の総合防

除の研究で遮根シー ト 処理 を行い， いずれの作物 に つ い

て も 高 い防除効果が示 さ れた (小林， 1992) 。

遮根 シー ト 栽培法 は， ト マ ト 青枯病だ け で は な く ， 他

作物， 他病害へ も 応用 が可能 と 考 え ら れ る 。 和歌山農試

と 神奈川 園試では， と も に カ ーネ ーシ ョ ン萎 ちょう 細菌

病防除 を 目 的 と し た 。 和歌山農試で は， 土壌の深さ 25

cm の と こ ろ に三層布 と 遮根 シ ー ト を重ねて敷い た 処理

区 を設け， クロ ル ピ ク リ ン消毒 を行 っ た 後， 栽培 し た 。

定植 3 か月後の発病株率 は， クロ ル ピ ク リ ン単用処理区

で 48 . 8% であ っ た の に対 し て ， 遮線 シー ト 区では 5 . 6%

と 低 く 病害抑制効果が認め ら れた (家村， 1990) 。 野菜 ・

茶業試験場久留米支場で は ， キ ャ ベ ツ 萎黄病防除 の た

め， 遮根シ ー ト で作 っ た小袋に キ ャ ベ ツ 苗 を入れ， そ れ

お わ り に

遮根 シー ト を作土の下に敷い て ， 作物根 を病原菌が住

み つ い て い る 下層 か ら 隔離す る 栽培法 に よ り ， 難防除病

害 と い わ れ る ト マ ト 青枯病 を効果的 に 防除す る こ と がで

き た 。 遮板 シ ー ト の下に粗孔隙層 を置 け ば， さ ら に効果

が高 ま っ た 。 他作物， 他病害の 防除 に も 応用 で き る こ と

がい く つ か の 試験例か ら 示唆 さ れ た 。 こ の 方法 の 利 点

は， 効果 に加 え て， 使用資材が安価であ る こ と であ る 。

多量の土 を動かす作業が伴 う こ と がネ ッ クであ る が， こ

れ も 小型パ ッ クホ 一等の機械 を 使 え ば解決で き る と 思わ

れ る 。

本方法 は ド レ ン ベ ッ ド 栽培の よ う な 完 全 隔離 で は な

し い わ ば半隔離の栽培法であ る 。 粗孔隙層 を 併設すれ
ば隔離の程度 は向上す る が， そ れで も 設置場所の立地，

土壌の性質， 作物の種類， 病害の種類等 に よ っ て効果が

異な っ て く る 可能性があ る 。 個々 の場所で検討が必要で

あ ろ う 。 土壌病害防除の た め， 4 � 5年でハ ウ ス 内 の土

壌 を す っ か り 入れ換 え て い る 野菜栽培地帯があ り ， 土取

り 場が し だ い に な く な り つ つ あ る と も 聞 く 。 こ の よ う な

場所が遮根 シ ー ト 栽培法 を導入す る 一つ の候補地で は な

い だ ろ う か と 考 え て い る 。
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